
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
三
号

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
三
号
（
社
寺
等
に
無

償
で
貸
し
付
け
て
あ
る
国
有
財
産
の
処
分
に
関
す

る
法
律
）

昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

第
一
条
　
社
寺
上
地
、
地
租
改
正
、
寄
附
（
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
実
質
上
負
担
を

生
ぜ
し
め
な
か
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
寄
附
金
に

よ
る
購
入
（
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
に
実
質
上
負
担
を
生
ぜ
し
め
な
か
つ
た
も
の

に
限
る
。
）
に
よ
つ
て
国
有
と
な
つ
た
国
有
財
産
で
、

こ
の
法
律
施
行
の
際
、
現
に
神
社
、
寺
院
又
は
教
会

（
以
下
社
寺
等
と
い
う
。
）
に
対
し
、
国
有
財
産
法
に
よ

つ
て
無
償
で
貸
し
付
け
て
あ
る
も
の
、
又
は
国
有
林
野

法
に
よ
つ
て
保
管
さ
せ
て
あ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
社

寺
等
の
宗
教
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な
も
の
は
、
そ
の

社
寺
等
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
施
行
後
一
年
内
に
申
請

を
し
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
が
、
こ
れ
を
そ
の
社
寺
等

に
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
現
に
国
有
財
産
法
に
よ

つ
て
社
寺
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
て
あ
る
国
有
財
産

で
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
譲
与
を
し
な
い
も
の
の
う

ち
、
そ
の
社
寺
等
の
宗
教
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な
も

の
は
、
同
条
の
申
請
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
譲
与

を
し
な
い
こ
と
の
決
定
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
、
六
箇

月
内
に
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
施

行
の
日
か
ら
、
一
年
内
に
、
申
請
を
し
た
と
き
は
、
主

務
大
臣
は
、
時
価
の
半
額
で
、
随
意
契
約
に
よ
つ
て
、

こ
れ
を
そ
の
社
寺
等
に
売
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
条
に
規
定
す
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
行
政
不
服

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
し
た
者
は
、
前
項
の
期
間
満
了
後
も
、

そ
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
書
又
は
裁
決
書
を
受

領
し
た
日
か
ら
、
な
お
三
箇
月
内
に
、
前
項
の
売
払
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
第
一
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
、

譲
与
又
は
売
払
を
す
る
国
有
財
産
の
範
囲
は
、
勅
令
で

こ
れ
を
定
め
る
。

第
四
条
　
第
一
条
又
は
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ

て
、
譲
与
又
は
売
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
有
財
産

（
以
下
従
前
の
土
地
と
い
う
。
）
が
、
そ
の
譲
与
又
は
売

払
前
に
、
土
地
改
良
法
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
又
は
土

地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地

区
に
編
入
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
従
前
の
土

地
に
係
る
換
地
処
分
に
関
し
て
、
国
が
清
算
金
の
交
付

又
は
補
償
金
の
支
払
を
受
け
る
場
合
は
、
主
務
大
臣

は
、
従
前
の
土
地
に
あ
つ
た
社
寺
等
が
、
換
地
処
分
の

告
示
の
あ
つ
た
時
か
ら
、
一
年
内
に
、
申
請
を
し
た
と

き
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
従
前
の
土
地
に
係
る
清
算

金
又
は
補
償
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
に
相
当
す
る

債
権
を
、
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
従
前
の
土
地
に

係
る
清
算
金
又
は
補
償
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
の

半
額
に
相
当
す
る
債
権
を
そ
の
社
寺
等
に
譲
渡
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

国
が
土
地
改
良
法
又
は
土
地
区
画
整
理
法
の
規
定
に

よ
つ
て
、
費
用
を
負
担
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
又
は
従
前

の
土
地
に
係
る
換
地
処
分
に
関
し
て
、
国
が
清
算
金
を

徴
収
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
従
前
の

土
地
に
係
る
負
担
金
又
は
清
算
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

金
額
に
相
当
す
る
債
務
を
、
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
従
前
の
土
地
に
係
る
負
担
金
又
は
清
算
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
金
額
の
半
額
に
相
当
す
る
債
務
を
そ
の
社
寺

等
に
負
担
せ
し
め
る
。

第
五
条
　
従
前
の
土
地
が
、
そ
の
譲
与
又
は
売
払
前
に
、

土
地
改
良
法
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
又
は
土
地
区
画
整

理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地
区
に
編
入

せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
従
前
の
土
地
に
あ
つ
た
社

寺
等
が
、
そ
の
交
付
せ
ら
れ
た
換
地
以
外
の
土
地
に
移

転
す
る
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
は
、
そ
の
社

寺
等
が
、
換
地
処
分
の
告
示
の
あ
つ
た
時
か
ら
、
一
年

内
に
、
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
社
寺
等
に
対
し
、

第
一
条
に
規
定
す
る
従
前
の
土
地
の
換
地
及
び
従
前
の

土
地
に
定
著
す
る
国
有
物
件
に
つ
い
て
は
、
譲
与
を
、

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
従
前
の
土
地
の
換
地
及
び

従
前
の
土
地
に
定
著
す
る
国
有
物
件
に
つ
い
て
は
、
時

価
の
半
額
で
、
売
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
削
除

第
七
条
　
第
二
条
第
一
項
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
売

払
代
金
に
つ
い
て
は
、
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ

て
、
十
年
内
の
年
賦
延
納
又
は
土
地
に
よ
る
代
物
弁
済

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

第
八
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
勅
令
で
こ
れ
を
定

め
る
。

第
十
条
　
こ
の
法
律
施
行
前
に
、
神
社
、
寺
院
、
教
会
又

は
仏
堂
の
合
併
に
よ
つ
て
、
そ
の
用
に
供
し
な
く
な
つ

た
国
有
財
産
で
、
そ
の
神
社
、
寺
院
、
教
会
又
は
仏
堂

が
、
こ
の
法
律
施
行
の
日
ま
で
に
、
譲
与
を
申
請
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
神
社
、
寺
院
又
は
教
会
の
宗

教
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な
も
の
に
限
り
、
前
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
有
財
産
法
第
五
条
第
三
号
の
規

定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
一
条
、
第
二
条
第
一
項
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ

つ
て
、
譲
与
又
は
売
払
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
国
有
財
産
法
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
譲
与
又
は
売
払
の

日
ま
で
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
十
二
条
　
神
社
又
は
寺
院
の
植
栽
し
た
森
林
は
、
そ
の

神
社
又
は
寺
院
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
施
行
後
六
箇
月

内
に
申
請
を
し
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
が
、
森
林
の
管

理
経
営
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
定
し
た
も
の
に
限

り
、
こ
の
法
律
施
行
の
日
か
ら
、
国
有
林
野
法
の
規
定

に
よ
る
部
分
林
を
設
け
た
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
　
従
前
の
社
寺
保
管
林
で
、
第
一
条
の
規
定
に

よ
つ
て
、
神
社
又
は
寺
院
に
譲
与
し
、
又
は
前
条
の
規

定
に
よ
つ
て
、
部
分
林
と
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
神
社
又
は
寺
院
が
費
し
た
有
益
費
は
、

勅
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
補
償
す

る
。

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
現
に
社
寺
等
に
無
償

で
貸
し
付
け
て
あ
る
皇
室
財
産
令
の
規
定
に
よ
る
御
料

に
属
す
る
土
地
が
、
国
有
財
産
法
の
規
定
に
よ
る
雑
種

財
産
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
時
か
ら
、
こ
の
法
律
を

適
用
す
る
。
但
し
、
第
一
条
中
「
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
」

と
、
「
国
有
と
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
御
料
と
な
つ

た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
雑
種
財
産
で
第
一
条
、
第
二
条
第
一
項
又
は

第
五
条
の
規
定
に
よ
つ
て
、
譲
与
又
は
売
払
を
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
雑
種
財
産
と
な
つ

た
日
か
ら
、
そ
の
譲
与
又
は
売
払
の
日
ま
で
、
そ
の
社

寺
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
六
月
六
日
法
律
第
一
九

六
号
）

こ
の
法
律
は
、
土
地
改
良
法
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
一
日
法
律
第
一
三

〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
五
月
二
〇
日
法
律
第
一

二
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
新
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
一
五
日
法
律
第
一

六
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
附
則
に

特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行

前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に

さ
れ
た
申
請
に
係
る
行
政
庁
の
不
作
為
そ
の
他
こ
の
法

律
の
施
行
前
に
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
つ
て

生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
願
、
審
査
の

請
求
、
異
議
の
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
（
以
下

「
訴
願
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
法
律
の
施
行

前
に
さ
れ
た
訴
願
等
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分

（
以
下
「
裁
決
等
」
と
い
う
。
）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行

前
に
提
起
さ
れ
た
訴
願
等
に
つ
き
こ
の
法
律
の
施
行
後

に
さ
れ
る
裁
決
等
に
さ
ら
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
訴
願

等
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
訴
願
等
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
後

は
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
る
処
分
に
係
る
も
の
は
、
同
法
以

外
の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に

よ
る
不
服
申
立
て
と
み
な
す
。

５
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ

る
審
査
の
請
求
、
異
議
の
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立

て
の
裁
決
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
で
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
り
訴
願
等
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
提
起
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
も
の
に
つ
い
て
、
行
政

不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

８
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
前
八
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行

に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

1


